
つくば光の森シンボルマーク募集・決定に至る概要 

① 目的 

「つくば光の森」は、今年で７回目を迎えたが、今年からは、センター地区の数々のイルミネーションの総

称としても「つくば光の森」を使用することになった。そのシンボルマークを募集して、地域の季節のイベ

ントとしてさらに育てていく契機とする。 

② 募集条件 

・応募作品は 1人 2点まで。 

・プロ、アマ、年齢、居住地等を問いません。 

・白地に単色または複数色で描いたものとします。 

・文字を使用しても、しなくても結構です。 

・画材は自由です。 

・オリジナルで未発表のものに限ります。既存のシンボルマークやキャラクター等に類似しないこと。 

③ 主催者    つくば光の森実行委員会・つくばセンター地区活性化協議会 

④ 募集期間   11 月 1日(火)～11 月 30 日(水) 

⑤ 応募数    ３４点 

⑥ 応募者の内訳 ３０人 

 地域：つくば市１７人、つくば以外の茨城県内１０人、県外（熊本県、広島県、大阪府）３人 

 年代：10 歳未満２人、10 代９人、20 代９人、30 代６人、40 代２人、60 歳以上２人 

⑦ 選考委員 

つくば駅前賑わい創出事業実行委員会 ３名 

つくばセンター地区活性化協議会 ３名 

専門家 １名 

⑧ 選考の方法 

委員の複数投票により上位８作品を選び、その中から最優秀賞１作品と優秀賞２作品を選んだ。残りの１票

以上得票した作品の中から、５作品を佳作として選び、シンボルマークには適さなかったが「つくば光の森」

を絵として美しく表現した１作品に選考委員特別賞を贈ることが決定された。 

 

選考結果 

最優秀賞（採用作品） 

 作者  樋野綾美（ひのあやみ）さん、つくば市在住 

※発表するシンボルマークは、ご本人の同意を得て、着色とデザイン修正を施しております。 

   選評 ・手作り感やあたたかさを感じ、「つくば光の森」らしい 

      ・木が一本ではなく、「森」や「連携」を感じられる 

      ・マスコット化も考えられる 

⑨ 発表方法 

最優秀賞は、１２月１７日のランタンアート点灯式において発表と表彰し、１２月１９日に「つくば光の森」

ホームページに掲載 

その他の賞は、対象者に郵送にて賞状と賞品の発送をもって行う。 

⑩ 採用作品の使用 

来年度の「つくば光の森」の活動における印刷物、掲示物、ホームページ等に使用し始める予定。 


